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 ２０２０.７.１７   

≪第１号≫ 

進路だより         福井大学教育学部附属特別支援学校 

進路指導部 
 

今年度の進路だより（第１号）ができあがりました。例年ならば、卒業生の皆さんの状況や、交流会の様子等

についてお伝えしていますが、今年度はコロナウイルス感染拡大防止のために、行事がなくなった関係で、進路

に関する行事・活動、進路に関する願いアンケートのまとめ、進路説明会などについて、今発信できる有意義な

情報についてお伝えします。 

今年度の進路に関する行事・活動 
お子さまの進路について、本人・保護者と学校が共に考えていくために、進路に関する様々な行事・活動を計

画しました。今後の社会情勢等で、変更もあります。御理解、御協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 小学部 中学部 高等部 

4月 ●本人・保護者の願いアンケート 

●個別教育相談（27日～） 

5月 ●進路指導についての説明（入学式後の学部懇談の中で） 

  ●進路説明会（21日新高１のみ） 

６月  ●高等部1，2年生個別進路相談 

（4日～30日） 

7月 ●個別教育相談（8，9日） 

夏季 
休業中 

 ●事業所体験実習（高等部生徒） 

10月 ●職業ガイダンス（7日＊オープンクラス生活１班・２班生徒、中学部・高等部の希望する保護者） 

●個別教育相談（7、8日※高等部は担任より実習説明があります。） 

●全校集会・現場実習壮行会（検討中） 

●学校医現場実習先訪問 

 ●高等部３年生現場実習３週間 
（19日～11月6日） 

●高等部１，２年生 

学校実習１週間・現場実習２週間 
（19日～23日、26日～11月6日） 

11月 ●現場実習見学会(検討中) 

●全校集会・現場実習報告会（検討中） 

 

 ●中3生の高等部体験  

12月 ●個別教育相談（9、10日） 

●事業所見学会（福井圏域・坂井圏域）対象：生徒・保護者・教員（24日、25日予定） 

 ●事業所体験実習 

（中学部生徒） 

 

1月 ●進路に関する学習会（予定） 

2月  ●中3生の高等部体験 ●高３生進路決定 

●「仕事」体験（8～10日1・2年生） 

●個別教育相談（24～26日）※新高３進路相談会 

★事業所見学会（福井圏域・坂井圏域）１２月２４，２５日について 

  今年度も保護者・教員が様々な進路先の情報を得るために、冬季休業中を利用して事業所見学を行い、

進路選択の幅を広げていきたいと考えています。 
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  進路に関するアンケートＱ＆Ａ  

●今年度の本人・保護者の願いアンケートからいただいた保護者の声についてできる限りお答えします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★夏季休業中の事業所体験・現場実習について 

  高等部は数日の体験実習を行い、その中から秋の現場実習先を決定します。受け入れ先の事業所には、

学校より体験実習の依頼を行います。中学部は、１２月に実施予定です。 

★進路学習会について 

  学習会では、様々な制度や福祉サービスなどについて学んだり、卒業した先輩・保護者との話し合いを

行ったりすることで、現在及び卒業後の生活を考える機会とします。 

★高等部の現場実習について 

  10 月に高等部全員が現場実習を行います。期間については、高３生は３週間、高１・２生は２週間の

予定です。また、状況をみて、中学部・学校医が現場実習先見学会を行う予定をしています。 

★相談支援専門員とのケース会議について 

  福祉サービスを利用する場合、相談支援事業所が計画相談を行うことになっています。卒業時には、相

談支援事業所が行うサービス調整会議に学校も対応していきます。但し、さらに具体的な支援について

話し合う必要がある場合は、個に応じてケース会議を学校で開き、現在の生活の充実及び卒業後への移

行を共に考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：・一般就労と福祉的就労の違いについて。 

Ｑ：就労できるだろうか。不安。 

Ａ：先の事を考えると不安になりますね。見通しを持つことは大切ですが、あまり先を見すぎず、まず

は今の学校生活を大切にして、あせらず力をつけていきましょう。お子さんの得意な事や好きな事

から自信をつけ、徐々にコミュニケーション力、自分の役割を果たす力、苦手なことにも挑戦する

力等、色々な力をつけていけば良いと思います。中高等部になると、実習の機会があります。その

実習でのお子さんの様子を見て、本人、保護者、支援者で相談し、就労先を決めていきます。就労

以外にも、生活介護、自立訓練、日中一時、地域生活支援事業等様々な日中活動の場があります。

「本人が生き生きと過ごせる場所はどこか？」を共にゆっくり考えていきましょう。 

 

Ａ：本校の生徒の就労形態には 

  一般就労……障害者枠での雇用していただきます。障害者手帳が必要です。給料は就労時間によっ

て7万円～10数万程度まで、様々です。 

  福祉的就労…就労移行支援：2年後には一般就労を目指します。 

        就労継続支援Ａ型：最低賃金が保証されます。雇用関係を結びます。給料は平均７万

円程度です。 

        就労継続支援Ｂ型：緩やかな就労形態です。工賃は平均2万円程度です。 

  以上のような選択肢があります。現場実習を繰り返して進路先を決めていきます。 

 

 

 

Ａ：就労に必要な力として「日常生活の管理」「コミュニケーション」「基本的な労働習慣」「仕事へ

の態度」「作業力」があげられますが、一番大切なのは、自分の生活習慣（健康管理）がしっかり

管理できているか、自分の特性についてしっかり理解できているか（自己理解）ではないかと思い

ます。体は資本。元気に毎日出勤できるようにするために心も体も安定させることが大切です。 

また、自分の得意不得意について理解できていると、どこで自分が助けを求めればいいのか、自分

の力が生かせるのはどんな仕事かが分かります。その力があって、次に大切となってくるのがコミ

ュニケーション等の力だと思います。学校生活で、実習等の機会を通じて、また家庭の力もお借り

して、こうした力を培っていきます。 

 

 

Ｑ：一般就労には何が必要なのか。 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1559134349/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGFwb24uY29tL3lvdW5nLW1hbGUtdGVhY2hlci11cHBlci1ib2R5Lw--/RS=%5eADB_8CKow6sIOhRERN0uCBjRCJirYo-;_ylt=A2RCAwcNL.1cK0EAFxWU3uV7
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Ｑ：お小遣い管理をさせたいがどのようにしていけばいいのか。 

 

Ｑ：・就労して困ったとき、どんなサポートがあるのか知りたい。 

  ・就職したときに、うまくいかないときには、どのように対応しているのか。 

 

Ａ：高等部になると、「生活」の授業でお金の管理に関する学習をします。家計簿アプリを活用して

ある一定金額の管理について学んだり、自分が就労し、給料を得たことを仮定して1か月の必要

経費（光熱費、食費、通信費など）や自分の欲しいものを買う仮想経験をするという「マネーゲ

ーム」と呼ばれるゲームをして貯金の大切さ、お金の大切さについて学ぶ機会を設けたりしてい

ます。生徒によっては、お小遣いを家計簿をつけて管理する練習をしているご家庭もあるようで

す。自分で管理がどうしても難しいという場合は、社会福祉協議会の日常生活自立支援事業を 

使うのも一つの手です。日常的な金銭管理についてサポートしてくれるサービスで、1回１時間

1200円の利用料はかかりますが、1週間ごとに家計簿をつける作業を一緒にしてくれたり、1週

間に必要な金額を相談して決め、その管理についてチェックしてくれたりといったことをサポー

トしてもらえます。 

 

Ａ：卒業生の進路先については本当に様々です。年度始めに配付した進路だよりに具体的な事業所や

企業が掲載されておりますので、参考になさってください。仕事内容も軽作業、洗濯、清掃作業、

製造業、農業、接客、調理、配送、パソコン関係の作業など、たくさんの作業種があります。 

例年、本人にどんな仕事に興味があるのかをアンケートや面談で聞き取り、その興味を元に体験

実習先を決めるようにしています。 

 

Ｑ：卒業生の進路先、仕事内容について知りたい。 

 

Ａ：高等部1年～２年 夏休み体験実習→秋の現場実習３週間（今年度は２週間） 

  高等部３年    春の現場実習2週間→秋の現場実習3週間 

  高等部３年の秋の現場実習では、次年度の４月からの生活を見越した実習にできると理想的です。

出退勤の仕方、仕事の内容、休憩時間の過ごし方など、細かなところまで確認した上で進路を決定

していきます。 

  一般就労、就労継続支援Ａ型に就労する場合は、ハローワークに登録（求職登録）し、面接等の 

試験を経て内定が決まり、２月頃に移行支援会議で引継ぎを行います。就労継続支援Ｂ型、就労移

行支援、生活介護等は２月にサービス調整会議を行ない、引継ぎや4月からの生活について、具体

的に話をします。 

  就労後の先輩たちは、社会人として立派に働いています。企業や事業所でもまれ、言葉遣いや 

態度面もより大人になっていきます。 

  1日の過ごし方は様々ですが、企業ですと８：３０～１７：００頃まで働きます。 

Ａ型だと９：００～１４：００くらい、Ｂ型、就労移行ですと９：００～１６：００頃まで働く形

が多いです。休憩時間は午前中、午後ともに1回と昼食休憩１時間程度をとっている所がほとんど

です。 

Ｑ：就労までの流れ、就労後の様子や１日の過ごし方について知りたい。 

 

Ａ：福祉的な就労の場合は相談支援専門員が支援の核となりますので、その方に相談し、サポートして

もらいます。場合によっては学校も会議に参加し、支援について相談します。一般就労の場合は、

ふっとわーく、基幹相談支援、地区相談支援等の機関に相談にのってもらいながらサポートをうけ

ます。環境（人、物）を変化させる、仕事内容を代える、支援方法の見直しをする等の方法で対応

していく形になります。一般就労の場合はジョブコーチを派遣してもらって、悩みについて相談し

たり、企業と本人との橋渡し役になってもらうこともあります。 
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今年度は密を避けるために、高等部１年生の希望する保護者を対象に、 

進路指導説明会を行いました。人数が少ない分、保護者の方とやりとり 

しながら進めることができたので、このような形も貴重だと思いました。

小中学部の保護者の方にも聞いていただくと良い内容ですので、今年度は

紙面にてお伝えさせていただきます。 

Ａ：本校を卒業し、大学、短大等へ進学した方はおりません。職業関係の専門学校へ通っていた方は 

いらっしゃいます。しかし、その方は人間関係に悩み、途中で通うことを断念されたようです。 

ほとんどの卒業生は一般企業、福祉事業所に就労したり、生活介護事業所で自分らしく過ごしたり

しています。本校での実績はありませんが、国立吉備高原職業リハビリセンターで１年～２年間、

入所生活を送り、手に職をつけて就労するという方法もあります。（入所のための選考試験があり

ます。）興味のある方はお知らせください。 

 

Ｑ：毎月の収入の振り分けが知りたい 

 

Ｑ：進学した人はどのように歩まれているのか。 

 

Ａ：高等部卒業（18歳）～２０歳・・・特別児童扶養手当（約３万円）＋給料（工賃） 

  ２０歳～       ・・・障害基礎年金（１級約8万円、２級約6万５千円）＋給料（工賃） 

という収入で生活していくことになります。グループホームや施設入所という場合、その費用は 

障害基礎年金で賄えるように金額が設定されています。そうなると、給料（工賃）で自分の自由な

ことに使ったり、将来のための貯金をしたりすることになります。当然、アパートで独り暮らしと

なると、家賃、光熱費等、自分で支払っていかなければなりません。授業で結婚されたご夫婦に 

来ていただき、生活について質問したところ、市営住宅に住んでおり、住居費用は１万円から２万

円程度とおっしゃっていました。この方々は夫婦共に障害を持たれており、「ふっとわーく」に 

相談にのってもらいながら生活しているとのことでした。色々な生活のスタイルがあります。その

都度、相談にのってもらいながら自分の生活スタイルを見つけていくことになると思います。 
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小・中・高等部と、キャリアに関する力を積み

上げていきます。高等部になると、つけた力

や持てる力を実生活に活かしていきます。 

小中で様々な経験をしていく中で、可能性を

探っていけると良いです。 

自立に向けて、スモールステップでできるこ

とを増やしていきましょう。箸並べからスター

トでも全然ＯＫ。そこから、じゃあ盛り付けし

てみる？とかお皿洗ってみる？とか関連する 

ものでできることを拡げていけると、力は高

まると思います。それが 

直接就労に結びつくこと 

もあります。 

今年度の１年生について、3年間の進路指導の 
流れを説明しました。 
1年 働く経験を通して 働く喜びや意欲をもつ 

２年 様々な実習先を経験し進路選択の幅を拡げる 

３年 自分に合った就労先を見つける  

３年生の春～夏で進路を決定し、秋の実習は４月か

らの生活を想定した実習になると理想的です。 
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自分の好きな事がある。 
好きな活動や物を選べる。 
自分の性格や特性を 
つかんでいる（自己理解） 
とても簡単なことのよう 
ですが、とても重要なこと 
です。「これが好き」、 
「これが得意！」があるこ
とは、大きな強みです。 

進路だよりでも有意義な情報発信はして

いきますが、学習会で専門家や先輩保護

者の話を聞くことで新しい発見がたくさん

あります。是非積極的に御参加ください！ 

私が関わったことのある生徒達の充実した
余暇の過ごし方です。その子の「好き！」 
を見つけることがまず大切。そのために 
やってみる。一人で楽しめるように、どんな
工夫があるか、どうしてあげれば自分で 
楽しめるか、本人の様子を見ながら支援し
ていくことが充実の余暇につながります。 
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家族だけで抱え込む必要は全く
ありません。色々な支援機関と 
つながって、皆で児童生徒に 
とって必要な支援を考えていく
ことが、将来の生き生きとした 
生活につながります。 

本校とつながりが深い 
「福井大学業務支援室」という就労先があり
ます。一般就労先なので求められるニーズに
応えないといけません。希望する方について
は実習し、適性を判断していきます。福祉的な
就労については進路だよりを読んでいただ
けると、ありがたいです。 


